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32026年6月5日 東京都医療DX推進協議会 電子カルテ部会

OpenEvidence社の新サービス “DeepConsult” が公開

• 2025年現在、日本語対応のAI診断 が 誰でも/無料で/日本から アクセス可能

• https://www.openevidence.com/

• 患者は医学的診断を自由に受けられ、医師は診断アドバイスやエビデンス探しに使える

1 https://www.openevidence.com/
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「オールUS」レベルの開発体制

• Mayo Clinicと共同開発。NEJM誌, JAMA誌と包括的協定

• 世界一のベンチャーキャピタル Sequoia と Google が出資

• このようなサービスを、日本国民や日本の医療従事者が利用し始めている現状が、既にある

• 本AIは、日本固有の疾患分布や特性には、対応していない

• OpenEvidenceは米国以外では薬機法非適合の懸念あり、欧州市場から撤退（2026年5月）

1 https://www.openevidence.com/
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数秒でこの回答、いずれもreferenceソース付き

1 https://www.openevidence.com/



社会変革の速度と、規制/ガイドラインの不整合
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博士（PhD）レベルの試験と、AIの成績

1 引用元：https://epoch.ai/benchmarks/gpqa-diamond （閲覧日 2026年3月31日）

AIは人間の専門家（その領域の博士）を上回って賢くなり久しい

人類の

専門家

コイントス

(4択問題で25%) 縦軸：正解率

横軸：AI登場時期
3年前はまだ

ここだった

2年で人類を

ごぼう抜き

https://epoch.ai/benchmarks/gpqa-diamond
https://epoch.ai/benchmarks/gpqa-diamond
https://epoch.ai/benchmarks/gpqa-diamond
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AI版ムーアの法則

1 引用元：https://epoch.ai/trends （閲覧日 2026年3月31日）

AI推論に掛かる計算コストは毎年9〜900分の1に。mid-rangeでも “3か年で6万分の1” の過去実績

縦軸：計算コスト

横軸：西暦

https://epoch.ai/trends
https://epoch.ai/trends


直近の事例紹介



102026年6月5日 東京都医療DX推進協議会 電子カルテ部会

事例1-1：AIによる無診察処方の開始（米ユタ州 / 2026.1.6）

• ユタ州にて、AIによる処方箋発行 を認め

る、米国初の州承認プログラムを発表

• 慢性疾患を抱える患者に対するリフィル

処方箋を、医師・薬剤師の確認なくAIに

より処方可能とする

• 医師の業務独占権に対する蟻の一穴

• ユタ州商務省とAIヘルスプラットフォー

ムDoctronicとの提携による

• 医療の “責任” 論は、responsibility（役

割）、accountability（説明責任）、

liability（賠償責任）に分かれる。本件、

有事はDoctronicが賠償

1 https://commerce.utah.gov/2026/01/06/news-release-utah-and-doctronic-announce-groundbreaking-partnership-for-ai-prescription-medication-renewals/
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事例1-2：ユタ州パイロット、医師会と対立するも実施継続（ユタ州 / 2026.4.27）

• 行政の意向と医療職能団体が衝突 した米国事例

• ユタ州商務省が 1月に開始した、Doctronic との AI 

処方箋更新パイロットケースに対し、4月20日、

Utah Medical Licensing Board（州医師会、14名中

11名連名） が即時中止を要求

• 4月21日、商務省は中止要求を拒否、 パイロット継続

を表明

• Doctronic社は、テキサス・アリゾナ・ミズーリ州へ

の展開を交渉中、「2026年中に十数州で実施に至る

可能性がある」と発言

1 https://www.statnews.com/2026/04/24/doctronic-ai-doctor-pilot-utah-face-backlash-medical-board/
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事例2：“ChatGPT Health / ChatGPT for Healthcare” の登場（OpenAI / 2026.1.8）

• “ChatGPT Health” = to P のアプリ

• PHRやウェアラブル機器がChatGPTと

接続。個人にパーソナライズドされた

医療アドバイスが得られる

• b.well（ビーウェル）社のシステムを

通じて自身のEHR情報にアクセス可能

• “ChatGPT for Healthcare” = to D のSaaS

• EHR情報を用いてChatGPTに相談可

• UCSF、 Memorial Sloan Kettering、

スタンフォード小児病院、Cedars-

Sinai などで運用開始

• HIPPA（医療保険の相互運用性と説明責任

に関する法律）準拠

1 https://openai.com/ja-JP/index/introducing-chatgpt-health/

右記の前提にある、米国における医療データの患者権利意識

• 米国では、Cures Act  (2016) が、患者が自身のEHR情報

にアクセスする法的権利を保証

• 病院やEHRベンダーは患者から希望を受けた場合、

拒否や遅滞無く患者の医療情報を包括的に提供する

義務あり

• 患者がEHR（最大手はEpic社）にアクセスする窓口とな

るPHRアプリが b.well Connected Health
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事例3：「AI に医師免許型ライセンスを」（JAMA / 2026.4.29）

• JAMA にて AI に対して薬機法に代わるライセンス制

度 が提言

• 前提：医師供給の逼迫 + 人口動態による需要増。

エージェント型 AI システムが、臨床タスクの担い手

として期待される

• 医療機器の事前承認制度は、適応的 (adaptive) で、

汎用 (general purpose) な AI の評価には不向き。

継続的臨床評価を軸にした licensure 型を提案

• 枠組みは 6 要素：標準化性能評価試験 / 監督下運用 / 

実務範囲管理 / 期間限定認証 / 階層責任 /（州毎でな

く）連邦政府での規制

• HHS 内に Office of Clinical AI Oversight を新設、

臨床医と AI 双方の専門家で運営することを提案

1 https://jamanetwork.com/journals/jama/article-abstract/2848378  (doi:10.1001/jama.2026.5483)
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事例4：Google DeepMind、 AI co-clinician を発表（Google / 2026.4.30）

• DeepMind が 「AI co-clinician」 研究イニシアティ

ブを発表。 医師の知見を 増幅 する AI

• 医師向け：臨床エビデンスの提供。 プランナー + ト

ーカー の 2 エージェント構造 で 安全性を担保

• 患者向け：音声・映像のマルチモーダルで テレメデ

ィシン上の身体検査・症状確認 に対応

• 98 件の一般診療場面設定で 重大な誤りはゼロ

• 現段階の位置付けは 判断代替ではなく支援ツール

1 https://deepmind.google/blog/ai-co-clinician/
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事例5：米国で AI 医師が提訴される（ペンシルベニア州 / 2026.5.7）

• Pennsylvania 州（Shapiro 知事）は 5月5日、

Character.ai 社を「無資格での医業提供」として提訴

• 当該 AI ボットの “Emilie” は、自らを精神科医と称し、

偽の免許番号 を提示していた。4月中旬時点で 約 5万

件の対話を実施

• Character.ai は 1,000万を超えるカスタム生成 AI チ

ャットボット が存在するプラットフォーム。同社は

「キャラはフィクションで、免責表示済」と反論

• 自然に産まれた AI が、人為を離れたところで勝手に

医師を名乗る時代。フェイク画像→フェイク動画→

フェイク医師 と進歩するなかで、患者は相手が AI だ

と見破れないリスクが存在

1 https://www.nbcnews.com/news/us-news/pennsylvania-suing-ai-company-chatbot-allegedly-posed-licensed-doctor-rcna343622



生成AI技術の活用例
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